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今
泉
淑
夫
著
 

『
亀
泉
集
証
』
（
人
物
叢
書
）
 

 

吉
川
弘
文
館
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〇
一
二
・
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一
刊
 

四
六
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六
頁
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二
〇
〇
円
 

  
中
世
日
本
禅
宗
史
の
実
証
的
な
研
究
で
知
ら
れ
る
著
者
に
よ
る
『
世
阿
弥
』

（
人
物
叢
書
）
に
続
く
人
物
評
伝
で
あ
る
。
中
世
史
の
基
本
史
料
で
あ
る
『
蔭

凉
軒
日
録
』
の
記
主
の
一
人
で
あ
り
、
現
存
す
る
同
記
録
の
多
く
を
占
め
る

蔭
凉
職
亀
泉
集
証
を
対
象
と
し
て
い
る
。
 

 
室
町
幕
府
足
利
将
軍
家
菩
提
寺
で
あ
る
相
国
寺
鹿
苑
院
の
塔
主
鹿
苑
僧
録

補
佐
で
あ
っ
た
蔭
凉
職
が
禅
林
の
経
営
（
本
書
で
は
室
町
禅
林
の
キ
ー
パ
ー
ス
ン

と
と
ら
え
て
い
る
）
と
幕
府
と
の
窓
口
に
あ
た
り
、
特
に
幕
政
に
大
き
く
関
与

し
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
 

 
『
蔭
凉
軒
日
録
』
は
か
つ
て
蔭
木
英
雄
『
蔭
凉
軒
日
録

�
室
町
禅
林
と
そ
の

周
辺
』
に
よ
り
初
め
て
正
面
か
ら
分
析
が
な
さ
れ
、
蔭
凉
職
季
瓊
真
蘂
の
記

載
部
分
が
公
的
な
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
亀
泉
集
証
の
そ
れ
は
公
私
豊
富
な

内
容
が
多
い
と
指
摘
さ
れ
た
が
、
本
書
は
こ
の
研
究
を
深
化
さ
せ
、
多
彩
な

記
事
を
丹
念
に
分
析
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

 
か
つ
て
私
自
身
も
『
五
山
と
中
世
の
社
会
』
と
い
う
著
書
を
編
む
際
に
、

同
じ
蔭
凉
職
の
立
場
に
あ
っ
た
季
瓊
真
蘂
に
比
し
て
、
亀
泉
集
証
の
残
し
た

記
録
が
豊
富
で
あ
る
も
の
の
、
逆
に
断
片
的
記
載
が
多
く
、
そ
の
背
景
に
あ

る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
禅
林
・
政
治
・
文
化
な
ど
底
知
れ
ぬ
奥
深
さ
を
感

じ
と
り
人
名
比
定
か
ら
し
て
苦
労
し
た
経
験
が
あ
る
。
同
記
録
か
ら
こ
れ
ら

の
実
態
を
浮
き
彫
り
に
す
る
の
は
極
め
て
難
し
い
作
業
で
あ
る
。
著
者
の
古

記
録
読
解
へ
の
熱
意
と
根
気
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
 

 
本
書
の
構
成
は
亀
泉
の
生
涯
・
禅
林
の
広
範
な
人
的
交
流
・
幕
府
政
治
へ

の
関
与
な
ど
へ
の
広
が
り
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
章
ご
と
に
特
に
印
象
に
残

っ
た
記
述
を
書
き
上
げ
て
み
よ
う
。
 

 
第
一
章
「
幼
少
時
代
」
で
は
永
享
七
年
の
生
年
説
の
矛
盾
を
突
き
、
応
永

三
十
一
年
生
誕
説
を
採
っ
て
い
る
。
入
室
後
の
煎
点
の
場
に
お
い
て
亀
泉
と

同
郷
出
身
の
同
朋
衆
宣
阿
と
の
交
流
が
見
ら
れ
る
。
宣
阿
は
数
あ
る
同
朋
の

中
で
も
き
わ
め
て
興
味
深
い
人
物
で
あ
る
。
作
刀
に
も
関
わ
り
、
煎
点
の
場

に
お
い
て
飾
ら
れ
た
五
山
僧
の
賛
詩
が
寄
せ
た
屛
風
を
所
有
し
て
い
る
と
い

う
の
で
あ
る
。
亀
泉
を
通
し
て
五
山
文
化
の
奥
深
さ
や
人
脈
を
示
唆
す
る
記

述
で
あ
る
。
第
二
章
「
青
年
期
の
亀
泉
」
で
は
亀
泉
の
詩
宴
参
加
が
後
年
の

五
山
経
営
に
資
す
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
も
の
が
あ
る
。

例
え
ば
有
馬
温
泉
行
で
あ
る
。
酒
宴
・
風
流
・
滝
見
に
加
え
、
五
山
の
経
営

す
る
荘
園
の
庄
主
（
禅
僧
）
と
名
主
双
方
の
訪
問
が
見
ら
れ
る
な
ど
遊
興
の
場

が
経
営
面
の
交
渉
の
場
に
転
ず
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
第
三
章
「
一

山
派
の
人
々
」
を
読
む
と
、
一
山
一
寧
の
門
派
が
室
町
時
代
に
お
い
て
書
跡
・

文
芸
等
多
方
面
に
才
能
を
発
揮
し
た
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
結
果
と
し
て
派
を

超
え
る
交
友
関
係
を
亀
泉
が
継
承
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
第
四
章
「
蔭

凉
職
に
つ
い
て
」
は
蔭
凉
職
の
成
立
の
経
緯
や
亀
泉
以
前
・
以
後
の
歴
代
蔭

凉
職
の
事
績
を
説
明
す
る
。
亀
泉
の
項
目
で
印
象
に
残
っ
た
の
は
文
明
十
七

年
の
義
政
御
成
の
打
ち
合
わ
せ
で
義
政
か
ら
亀
泉
の
内
議
（
内
々
の
相
談
）
に

よ
る
対
応
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
鹿
苑
僧
録
を
こ
え
て
蔭
凉
職

が
政
治
中
枢
に
関
与
す
る
一
例
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
面
白
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い
の
は
、
禅
林
の
伝
統
的
な
内
部
規
範
が
変
化
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
の
時
期
に
、

そ
れ
を
動
か
す
立
場
に
あ
っ
た
亀
泉
が
柔
軟
か
つ
繊
細
な
対
応
を
し
て
い
る

こ
と
が
看
取
で
き
る
。
従
来
は
人
望
・
人
脈
を
有
す
る
と
い
う
評
価
で
と
ど

ま
っ
て
い
た
亀
泉
の
本
質
に
踏
み
こ
ん
だ
説
明
と
な
っ
て
い
る
。
六
章
で
は

『
蔭
凉
軒
日
録
』
の
原
本
・
刊
本
・
写
本
や
亀
泉
の
後
継
の
継
之
景
俊
の
書

い
た
「
継
之
日
件
」
を
取
り
上
げ
る
。
史
料
編
纂
所
で
の
業
務
で
蓄
積
さ
れ

た
知
見
が
い
か
ん
な
く
示
さ
れ
て
い
る
。第

七
章「
『
諸
賢
雑
文
』
に
つ
い
て
」

は
、
応
仁
の
乱
時
に
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
亀
泉
益
之
宗
箴
が
京
都

周
辺
に
と
ど
ま
っ
た
夢
窓
派
の
僧
に
出
し
た
書
簡
を
紹
介
す
る
。
亀
泉
自
身

は
北
宋
の
詩
人
陳
師
道
の
『
後
山
集
』
な
ど
を
読
ん
で
い
た
。
ま
た
か
つ
て

亀
泉
と
同
じ
一
山
派
に
属
し
な
が
ら
応
仁
の
乱
を
契
機
に
俗
界
に
身
を
置
い

た
万
里
集
九
と
の
生
き
方
の
違
い
を
紹
介
す
る
。
第
八
章
「
亀
泉
の
交
友
」

は
従
来
の
研
究
で
は
そ
の
活
動
の
公
私
の
区
別
が
判
然
と
し
な
い
亀
泉
に
つ

い
て
、
義
政
を
交
え
た
詩
文
の
交
友
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
九
章
「
亀

泉
の
門
人
た
ち
」
は
亀
泉
の
五
人
の
門
弟
を
紹
介
す
る
。
そ
の
中
で
法
弟
に

あ
た
る
茂
叔
集
樹
と
の
口
論
の
経
緯
が
人
間
味
あ
ふ
れ
る
禅
林
の
人
間
関
係

を
し
の
ば
せ
る
。
第
十
章
「
東
班
僧
に
つ
い
て
」
で
は
禅
林
の
経
営
に
従
事

し
た
東
班
僧
の
具
体
例
を
取
り
上
げ
た
。
教
学
以
外
の
業
務
に
従
事
す
る
東

班
僧
に
つ
い
て
は
か
つ
て
今
谷
明
も
幕
府
政
治
史
の
側
か
ら
注
目
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
本
書
で
は
禅
林
側
か
ら
の
視
点
で
東
班
僧
の
多
様
な
活
動
が

さ
ら
に
広
く
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
亀
泉
が
き
め
細
か
く
柔
軟
に

東
班
僧
に
対
応
し
た
と
す
る
著
者
の
指
摘
は
首
肯
で
き
る
。
第
十
一
章
「
景

徐
の
慈
照
院
」
義
政
の
遺
骨
木
像
を
安
置
し
た
相
国
寺
の
慈
照
院
と
塔
主
景

徐
周
麟
の
関
係
、
慈
照
寺
へ
の
改
名
の
い
き
さ
つ
を
述
べ
る
。
東
山
文
化
を

考
え
る
上
で
の
基
本
認
識
と
な
ろ
う
。
第
十
二
章
「
松
泉
軒
再
建
と
亀
泉
の

辞
職
」
で
は
相
国
寺
の
私
寮
の
再
建
の
過
程
を
丁
寧
に
な
ぞ
っ
て
い
る
。
建

築
史
の
基
本
認
識
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。
第
十
三
章
「
亀
泉
の
眼
」
亀

泉
の
深
い
絵
画
鑑
賞
・
鑑
定
能
力
と
画
賛
考
証
の
姿
勢
を
浮
き
彫
り
に
し
て

い
る
。
第
十
四
章
「
亀
泉
の
能
筆
」
は
東
山
文
化
論
と
し
て
も
評
価
で
き
る

内
容
で
あ
る
。
第
十
五
章
「
亀
泉
の
人
物
評
価
」
は
義
政
か
ら
、
禅
林
の
中

か
ら
優
れ
た
僧
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
、
亀
泉
が
横
川
景
三
・

景
徐
周
麟
を
称
賛
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
横
川
景

三
に
つ
い
て
は
、
著
者
の
旧
著
『
禅
僧
た
ち
の
室
町
時
代

�
中
世
禅
林
も
の
が

た
り
』
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
十
六
章
「
終
焉
」
で
は
頂
相
の
下
絵

に
不
満
を
持
ち
、
描
き
直
し
を
指
示
す
る
亀
泉
の
姿
と
窪
田
・
狩
野
ら
の
絵

師
と
の
関
係
が
興
味
深
い
。
 

 
全
体
を
通
じ
て
の
印
象
を
述
べ
て
み
よ
う
。
著
者
の
旧
著
『
中
世
禅
籍
の

研
究
』
で
も
示
さ
れ
た
禅
宗
史
料
に
対
す
る
深
い
知
識
に
裏
打
ち
さ
れ
、
禅

僧
の
人
間
味
あ
ふ
れ
る
世
界
を
描
い
た
『
禅
僧
た
ち
の
室
町
時
代
』
（
前
掲
）、

で
の
わ
か
り
や
す
い
記
述
を
踏
襲
し
、
個
人
の
僧
を
核
に
し
な
が
ら
禅
林
社

会
史
か
ら
政
治
史
に
ま
で
広
が
る
内
容
で
あ
る
。
 

 
最
近
中
井
裕
子
『
相
国
寺
研
究
六
・
室
町
時
代
の
相
国
寺
住
持
と
塔
頭

�

蔭
凉
軒
日
録
を
中
心
に
』
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
同
書
と
今
泉
の
著
書
を
併
読
す
る

と
『
蔭
凉
軒
日
録
』
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
断
片
的
記
載
の
検
討
が
可
能
で

あ
る
こ
と
を
痛
感
す
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
本
書
の
よ
う
に
蔭
凉
職

す
な
わ
ち
禅
林
の
司
令
塔
の
立
場
か
ら
の
視
点
の
み
な
ら
ず
、
東
班
僧
・
西

班
僧
の
よ
う
な
実
務
活
動
の
最
前
線
に
あ
た
っ
た
僧
の
立
場
か
ら
の
整
理
や

文
化
面
全
般
か
ら
の
記
録
の
分
析
が
あ
げ
ら
れ
る
。
建
築
・
絵
画
・
彫
刻
に
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加
え
、
禅
宗
以
外
の
信
仰
や
儀
礼
な
ど
ま
だ
ま
だ
開
拓
半
ば
の
テ
ー
マ
が
残
 

さ
れ
て
い
る
。
 

 
最
後
に
、
依
頼
さ
れ
て
か
ら
事
情
に
よ
り
提
出
ま
で
時
間
が
か
か
っ
た
こ
 

と
を
お
詫
び
し
た
い
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
竹
田
和
夫
）
 

 
 


